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１．はじめに 2

2021年3月12日に実施した2020年度柏崎刈羽原子力発電所における原子力
防災訓練において、事象進展の速いシナリオにチャレンジしたことにより、「ERCプラン
ト班との情報共有」における新たな問題が確認された。

○課題の抽出
過去の訓練実績と比較・検証し課題を抽出。
「情報共有の仕組み」と「官庁との連絡体制」に分類。

○対策の立案
抽出された課題に対し原因を分析し改善策を検討。
改善策は、「早急に改善すべき事項」、「中長期的に改善に取り組む事項」に
整理。

○改善策の有効性の検証
改善策のうち、「早急に改善すべき項目」について、個別訓練及び要素訓練に
より、見直した内容の定着および有効性の検証を重ね、改善度合いを確認。
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○「情報共有の仕組み」に関する問題と主な課題
【問題】
情報共有のためのツール（COP）およびその運用に不備があったため，スピーカが入手でき
る情報量や情報の整理が不十分であった。

3２．問題①「情報共有の仕組み」について

補
補足資料

補足資料
補足資料

補
補足資料

課題③：過去の経験
より補足資料が増えて
いき、COP以外の説
明しない補足資料が
多い

電源戦術番号①：
○時○分着手 課題②：レイアウトが不十分。（

他の資料を参照しないと内容がわ
からないレイアウトとなっている）

3.設備状況シート

【注水戦術】

「１の矢」：○○○

「２の矢」：▲▲-○○

2.重大な局面シート

課題①：３種類のCOP(「プラント系
統概要COP」、「重大な局面シート」
、「設備状況シート」)を伝えるべき趣
旨に合わせて使い分けていない D/G（A）：×

D/G（B）：×
D/G（C）：×

1.プラント系統概要COP

課題②：レイアウ
トが不十分。（戦
術が 「３の矢」
まで記載できるよう
なレイアウトとなって
いない）

[戦術の内容は別紙参照]
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○「情報共有の仕組み」に関する主な改善策と評価
【改善策】

• 説明に使用する基本資料を３種のCOPにパターン化。
• 各COPのレイアウトを見直し。
• 補足資料は配布しない運用へ見直し。

優先１：電源車
○時○分着手
○時○分完了

D/G（A）：×
D/G（B）：×
D/G（C）：×

「１の矢」：○○○

「２の矢」：▲▲-○○

「３の矢」：×○×○

4２．問題①「情報共有の仕組み」について

補足資料
補足資料

補足資料
補足資料

補足資料

3.設備状況シート

2.重大な局面シート

1.プラント系統概要COP

補足資料の配
布はしない

「３の矢」記
載欄追加

「プラントの
現状」を説明

「進展予測・
戦術」を説明

「戦術の進捗
状況」」を説明

評価
結果

• 各COPを活用して説明する内容を明確にしたことで、「プラントの現状」、「事象の進展
予測や戦術」「戦術の進捗状況」を定期的にセットで情報提供できた。

• レイアウトを見直し事により説明に必要な情報がCOPに整理され、スピーカの知識にたよ
ることなく、説明ができた。

• 配布資料を3種類のCOPのみとしたことで、ERCプラント班との資料確認がスムーズと
なった。
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5３．問題②「官庁との連絡体制」について

パラメータ監視者 班長補佐

発話

スピーカ

説明用メモ作成

説明
ERCプラント班

課題①：情報のフローが複雑で、
スピーカに対し重要なパラメータ
変化が速やかに共有できていない。

課題③：重要なパラ
メータ変化に伴う、想
定されるプラント状況
の説明ができていない。

メモ

○「官庁との連絡体制」に関する問題と主な課題
【問題】
スピーカのサポート体制およびスピーカの教育・訓練カリキュラムの整備が不十分であった。

状況
説明

質問
指摘

説明資料をスキャナし
PDF化

メモ

課題②：パラメータ監視
役が他の業務も兼務して
いるため即座に変化を確
認できない場合がある。
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6３．問題②「官庁との連絡体制」について

スピーカ

班長補佐

サポート役

○「情報共有の仕組み」に関する主な改善策と評価
【改善策】

• パラメータ監視役は、重要なパラメータ変化時に大声で「発話」し、スピーカを含む班内へ共有。
（情報フロー簡略化）

• パラメータ監視役の役割を重要性に鑑み専任化。（兼務していた業務は他の要員へ）
• 計画班のサポートメンバーの役割を強化。

評価
結果

• パラメータ変化時の共有方法見直しにより、重要なパラメータ変化が速やかに班内全体
へ共有されたため、スピーカはERCプラント班へ速やかに説明できた。

• パラメータ監視役を専任化したことで、重要なパラメータ変化が漏れなく速やかにスピーカ
へ共有された。

• サポート役である計画班メンバーは、炉心損傷に関するプラントパラメータの変化の発生
理由や今後の対応等、より専門的な説明をERCプラント班へ行うことができた。

パラメータ監視者

説明資料のPDF化

発話

ERCプラント班

説明

他班メンバー

専門性の高い説
明は、サポート役
が説明
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7

【事業者側】
本社非常災害対策室

SPDS
表示
端末

HDMI
ｹｰﾌﾞﾙ

USB
ｹｰﾌﾞﾙ

USB
ｹｰﾌﾞﾙ 画像

伝送
端末

HDMI/USB
変換器

電源
供給用
中継器

ポケット
Ｗｉ-ｆｉ

【規制庁側】
ＥＲＣ

画像
表示
端末

電源
供給用
中継器

ポケット
Ｗｉ-ｆｉ

HDMI
ｹｰﾌﾞﾙ

4．その他対応事項（ERCでのSPDSデータ表示）

大型画面
SPDS
表示

USB
ｹｰﾌﾞﾙ

図 SPDSデータのERCにおける表示構成イメージ

• 2020年度の訓練において、第9回原子力事業者訓練報告会依頼事項①のSPDS-Web
対応として、当社本社非常災害対策室のSPDSを、原子力規制庁ERCで直接確認するた
めの取り組みを実施。（試運用）

• 実施内容に大きな課題はなかったことから、本運用を踏まえ更なる改善に努める。
• なお、SPDSデータは、統合原子力防災NW回線を用いたTV会議画面においても表示させ

ることが可能。
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85．まとめ
今回、ERCプラント班への説明において、「情報共有の仕組み」と「官庁との連絡体制」の観
点で課題が確認された。早急に改善すべき事項について改善を図り，下記のとおり社内訓練
（個別訓練、発電所との連携訓練）を実施した。
社内訓練は、3社アライアンスの枠組みにより、他事業者（中部電力、北陸電力）に評価
頂いた。同枠組みにより3月の事業者防災訓練及びその後の訓練をレビュー頂くことで、訓練
課題の改善状況について適切にご意見を頂くことが出来た。

原子力規制庁にもご協力頂き、追加の連携訓練を実施した結果、改善策が有効性に機能
していることを確認した。

2021年3月 2021年4月 2021年5月 2021年6月
事業者防災訓練

社内訓練

追加のERCとの連携訓練

▼

▼

▼

▼

3/12
発電所と連携
（他事業者評価あり）

▼
個別訓練

個別訓練

個別訓練

個別訓練

発電所と連携
（他事業者評価あり）

発電所と連携

6/11

【主なご意見】
前回の訓練では、設備状況シートによる説明に課題が確認された。今回の訓練を確認し短期間の中でいろい
ろ改善をされていた。特にCOPはなるべく分かりやすくということで、改善の意図が伝わるものとなっていた。
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9６．まとめ

2020年度の総合訓練で抽出された課題に対する改善策のうち、早急に実施する項目に分
類した内容について取り組みを実施したが、中長期で実施する項目に分類した内容について、
取り組んでいく。
2020年度の訓練で取り組んだ内容について、福島第一原子力発電所および福島第二原
子力発電所への水平展開を確実に実施する。
また、3社アライアンス枠組み等を活用した他事業者による訓練評価や他電力訓練のベンチ
マークにより、課題の改善や良好事例の水平展開等を行い、当社として緊急時対応力の向
上に努めていく。
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10【参考資料】見直し後のCOPのレイアウト

○設備状況シート

 （ 現在）

 # NAME? # #

A ×  

代替SRV（逆圧） ■  

MD FP △  

減圧系
可搬型蓄電池 ■

■

HPAC ×

低圧系

MUWC

A ×

B △ 3 ①-２

電気故障

D/D FP ×

消防車

06/11 18:35

高圧系

 

直流電源
直流125V主母線

A-2 ○  

電源車 ■  

AM S  

ＬＯＣＡ隔離 

 

 

3

電源車（高台）

電気故障

 

 

 

06/11 16:05 RHR(A)

△

電源車（寄付）

 

可搬→M/C D

緊電切替箱→P/C D

 

 

加速度トリップ

燃料配管破損 

⑨-１ 06/11 14:30

ＬＯＣＡ隔離

電気故障

機能

交流電源

直流電源

炉心冷却

減圧系

△

×

△

2021/6/11 15:32

C

B

A

C

B

備　　　　考

⑭-２ 06/11 14:15 06/11 18:50

 

06/11 18:35
号機間融通（６号Ｄ／Ｇ） ▲

×

×

×

○

○

南新潟幹線

06/11 13:13

×

×

×

戦術
番号

着手時刻
完了時刻

(予定）
完了時刻

(実績）
優先
順位

設備機能 備　　　　考
戦術
番号

着手時刻
完了時刻

(予定）
完了時刻

(実績）

ＨＳＴｒ

154kV

66kV

D/G

A

D

×

△

△

A

B

C

SRV

ＲＨＲ
(格納容器
スプレイ)

低圧系
RHR

(LPFL)

HPCF

高圧系

C

B

RCIC

給復水系

C △

06/11 18:47 RHR(B)

 

▲ 1 ⑧ 06/11 13:15

荒浜ＧＴＧ ×

炉心冷却

C △

×

使用
可否

設備
使用
可否

Ｋ７ＧＴＧ

交流電源

2

○

×

×

○

外部電源

柏崎刈羽原子力発電所　７号機　設備状況シート

制御中

△B

△

1

ＤＢＡ設備

優先
順位

ＳＡ設備

号機外部電源

新新潟幹線

直流125V主母線
○

2枚組であったレイアウトを1枚へ集約
戦術の説明は重大な局面シートで行うと整理したため、戦術の記載欄は削除
3の矢まで戦術を説明するため、優先順位を記載する欄を追加
DB設備の復旧についても説明できるよう、DB設備側へもSA設備と同じ記載項目を追加
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11【参考資料】見直し後のCOPのレイアウト

○重大な局面シート
「EAL関連パラメータ」の記載欄を追加
３の矢まで戦術を記載できるよう記載欄を追加
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12【参考資料】見直し後のCOPのレイアウト

○プラント系統概要COP
燃料プールの水位状況が確認できるよう表示を追加
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13【参考資料】見直し後のCOPのレイアウト

○EAL判断シート＜TV会議の書画画面にて説明＞
１つ先のリスク（AL⇒SE, SE⇒GE）が同一帳票で説明出来るよう資料を変更
（他電力ベンチマーク結果の反映）

（原子力事業者防災業務計画P.Ⅱ-21参照）判断フロー

柏崎刈羽原子力発電所 EAL判断シート 年 月 日 時 分 現在

使用可能なRHRが
一系統のみ

復水器真空度
77.6kPa・absまで悪化

全ての主蒸気ラインが
使用不能

AL23

全RHR
使用不能

SE23

【関連EAL】

号機
判断時刻
：


